家庭礼拝　2010年7月14日　使徒言行録第14章　（リストラでの出来事）
　賛美歌441　信仰を持て　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌522　キリストには変えられません
起

今日の14章は、前回の13章に続いて、パウロの第一回の宣教旅行の話です。今日の聖書の話を読んでいても分かりますが、この当時の宣教旅行がどんなに命がけのものかが分かります。マルコが、それに恐れをなして、途中で帰ったとしても理解できるほどなのです。ですが、パウロとバルナバはそれにもひるむことなく、主のみ言葉を伝えるために旅を続けました。主のみ言葉を伝えたいと言う衝動はそれほどまでに強かったのです。内陸のアンティオキアでの宣教がある程度の成功を収め、多くの異邦人が信仰に入りましたが、それに比例するように、ユダヤ人達の迫害や陰謀も強まっていったのです。二人はアンティオキアにはとどまることが出来ずに、14章に書いてあるイコニオンというところに移動して、宣教を続けました。イコニオンにもユダヤ人の会堂がありました。二人はそのユダヤ人の会堂に入って話をし、そこでも大勢のユダヤ人や、ギリシャ人が信仰に入ったと書かれています。
しかしそれでも、2節です。信じようとしないユダヤ人達は、異邦人を扇動し、兄弟たちに対して悪意を抱かせた、と書かれています。二人は主を頼みとして勇敢に語りました。きっと激しい抵抗があったのだと思います。聖書には、主は彼らの手を通して、しるしと不思議な業を行い、その恵の言葉を証しされたのである。と書かれています。しるしと不思議な業は、それ自体が目的ではありません。しるしと不思議な業は、いつも宣教の目的のために使われ、宣教の言葉を証しするために用いられているのです。私達が、奇跡を、私達の個人的な目的のために、起こしたいと思っているならば、それは、目的が違っているのかもしれません。人々の救いのために、そしてその証しのために、宣教のために用いられるものなのです。
このパウロとバルナバの宣教は、決して平和をもたらすものではありませんでした。むしろ、争いと分裂をもたらすものでした。その語られる、宣教の言葉は、それを信じるものと信じないものとを際立たせていったのです。4節には、町の人々は分裂し、あるものはユダヤ人の側に、あるものは使徒の側についた。と書かれています。5節では、異邦人とユダヤ人が、指導者と一緒になって二人に乱暴を働き、石を投げつけようとしたとき、二人はこれの気づいて、リカニア州の町である、リストラとデルベ、またその近くの地方に難を避けた。とあります。この二人が行くところに、何時も大きな騒ぎが起こりました。ユダヤ人たちが、この二人を、町々で騒ぎを起こすものといって、毛嫌いしたのも分かります。勝手にユダヤ人の会堂を利用して、そこで、ユダヤ教ではなく、キリスト教を伝えて騒ぎを起こしているのですからそうでしょう。二人にとっても、これは好き好んで出来ることではありません。いつも、迫害に会い、命の危険と隣りあわせでいたからです。それでも、主の御言葉を伝える喜びは、溢れ出て、二人をとどめることが出来ませんでした。二人はこのリストラとデルベでも福音を告げ知らせていたのです。そうすることは、命よりも大切なことだったのです。二人はこの世の命よりも、神の国の命、永遠の命に望みをおいていたのです。
承

このリストラで、一つの出来事が起こりました。それはパウロの奇跡の癒しが行われたときでした。
生まれつき足が悪く、まだ一度も歩いたことのない男が座っていました。この人が、パウロの話すのを聞いていたのです。パウロは、この人が癒しを願ったわけでもないのに、この人に癒されるのにふさわしい信仰があるのを認めてこういったのです。10節です。「自分の足でまっすぐに立ちなさい。」と大声で言った。するとその人は踊りあがって歩き出した。と書かれています。この奇跡物語の不思議なところは、本人が、その癒しを求めたのではなく、パウロがその人に癒されるにふさわしい信仰があるのを認めて行われたのです。奇跡は、信仰のあるところに現れ、信仰のあるところに奇跡が現れるのです。まるで、神様が信仰あるものを捜し求めて、そこに奇跡を起こしているような気にさえなります。
いずれにしても、このような奇跡は、とてもインパクトのあるもので、人々の心を動かさずにはいませんでした。11節から13節では

使 14:11　群衆はパウロの行ったことを見て声を張り上げ、リカオニアの方言で、「神々が人間の姿をとって、わたしたちのところにお降りになった」と言った。
使 14:12　そして、バルナバを「ゼウス」と呼び、またおもに話す者であることから、パウロを「ヘルメス」と呼んだ。
使 14:13　町の外にあったゼウスの神殿の祭司が、家の門の所まで雄牛数頭と花輪を運んで来て、群衆と一緒になって二人にいけにえを献げようとした。
これは相当の、衝撃を与えたようです。神殿と司祭と群集はこの二人に対して、「神々が人間の姿をとって、私達のところにおくだりになった。」といって叫んだのです。当時この地域の人々はギリシャ古来の神々を信じていました。そして、ローマも、このギリシャの神々を受け入れ、アポロン神殿の建築を進め、ローマの精神的な柱にしていたのです。当時のギリシャは、その精神性において、まだまだ世界の中心でした。ギリシャの学問、哲学はローマ人の中にもどんどん浸透していたのです。ですから、この時代の世界には、ギリシャの神々を信じるローマを背景にした人々と、ユダヤ教の人々と、それに割って入ってきた、キリスト教があったのです。ローマの神々を信じる人々は、鷹揚なところが有って、あまり排他的なところはなかったのです。ローマはその寛容な精神を取り込んで、いろいろな民族を、寛容な政策によって、ローマの理想施策を進めて行ったのです。
私は今、背教者イリアヌスというローマの皇帝のことを書いた小説を読んでいます。1200ページくらいの長い小説ですが、この本を読んでいて面白いなと思わせられたのが、キリスト教の宣教の様子が、ローマ側の視点から、すなわち、ギリシャの神々の側の視点から描かれているのです。イリアヌスの時代は、西暦350年ぐらいの話で、もうキリスト教はコンスタンチヌス大帝の時代に、ローマ帝国の国教になっているのです。イリアヌスは皇族の子孫でしたが、その父をコンスタンチヌス大帝に殺され、兄をその子のコンスタンティウス帝に殺されてしまいます。その背景には、ローマに取り入ろうとする、キリスト教の陰謀があったというのです。ここで一貫していわれる、キリスト者のイメージは、排他的で、頑固で、この世に喜びを感ぜず、あの世のことしか思っていない連中。と言うことでした。それに対し、ギリシャの神々の信仰は、寛容であり、いろいろな信仰さえも受け入れ、この世を喜び、この世を賛美する信仰だったのです。ローマはその良さを取り入れて、国づくりの基本としたのです。皇帝イリアヌスは、キリスト教信仰の教育も受け、自らはギリシャ哲学を学び、非情に幅広い知識と学問を持っていた人でしたが、ローマをもう一度、暗い顔をしたキリスト教から、明るい伝統的なギリシャの神々の信仰へと戻そうとしたのでした。ですが、結局、キリスト教の排他主義に敗れてしまうと言うことなのです。キリスト者にとって、博愛的、献身的宣教と思われるものが、違う視点から見ると排他的、狂信的な信仰に見えたと言うことですから、立場が違うと違ったものになると言うことです。
転

話を戻しますと、このギリシャの神々を信じる人々は、パウロの奇跡を見て、ギリシャの神々が人間の姿をとって、現れたと言ったのです。そして、バルナバをゼウスと呼び、パウロをヘルメスと呼んで、崇めようとしたのです。奇跡を行ったのはパウロでしたが、どうも、バルナバのほうが堂々として、威厳と品格があったようです。それでギリシャの神々の主神である、ゼウスと呼んだようです。パウロのほうは、体が小柄で貧弱でしたが、弁舌が上手だったのでヘルメスと呼ばれました。ヘルメスはゼウスの子供で、頭脳明晰、行動力抜群の神様だったようです。この様に、ゼウスとヘルメスと呼ばれたバルナバとパウロは祭り上げられて、いけにえの牛数頭を家の門のところで、捧げられようとしていました。二人は、このことを聞いて、死ぬほど驚きました。そして自分の服を裂いて必死になってこういいました。15節です。
使 14:15　言った。「皆さん、なぜ、こんなことをするのですか。わたしたちも、あなたがたと同じ人間にすぎません。あなたがたが、このような偶像を離れて、生ける神に立ち帰るように、わたしたちは福音を告げ知らせているのです。この神こそ、天と地と海と、そしてその中にあるすべてのものを造られた方です。
そして、本当の生ける神様のことを伝えて、群集に、いけにえを捧げるのをやっとやめさせることが出来たのでした。これは本当に大変なことなのです。この話とは逆に、神とされたことをそのままにしていたのが、12章にあったヘロデ王の急死です。ヘロデ王がみんなを集めて演説したとき、集まった人々は「神の声だ、人間の声ではない」と叫び続けました。するとたちまち、主の天使がヘロデを打ち倒しました。神に栄光を帰さなかったからです。結局、ヘロデは、蛆に食い荒らされて息絶えました。自分を神とするということは、信仰者にとって、それほど恐ろしいことだったのです。ペトロとバルナバは、必死になって、自分達は人間であり、本当の神様はこのような方であるということを説明して、難を逃れたのでした。そのように、パウロとバルナバを崇めようとする人々がいる一方で、ユダヤ人達の迫害はますます強められていきました。19節では、
使 14:19　ところが、ユダヤ人たちがアンティオキアとイコニオンからやって来て、群衆を抱き込み、パウロに石を投げつけ、死んでしまったものと思って、町の外へ引きずり出した。
使 14:20　しかし、弟子たちが周りを取り囲むと、パウロは起き上がって町に入って行った。そして翌日、バルナバと一緒にデルベへ向かった。
パウロ達が伝道旅行してきた、アンティオキヤとイコニオンから来た人々が、パウロ達がその町々で、どんな騒動を巻き起こしたのかを言い広め、群集を抱き込みました。そして、パウロに石を投げつけ、殺そうとしたのです。パウロたちはイコニオンでもそのように、石を投げつけられようとしましたが、事前に逃れて、何とか助かりました。ところが、そのイコニオンの人たちがこのリストラまで来て、そして群衆を抱きこんで、そして実際石を投げつけ、パウロはその石に倒れたのです。群衆はパウロが死んだものだと思いました。ですが、この群集は、ローマ人を恐れたのです。人殺しをすれば、統治者のローマ人に裁かれるからです。それで、死んでるかどうかも良く確かめないで、死んだものと思って、町の外へ引きずり出して、放り出してきたのです。その後、弟子達が、パウロを取り囲んで介抱しました。すると、驚いたことにパウロは再び起き上がり、逃げるのではなく、その殺そうとした群衆のいる町に入っていったのです。そして、翌日になって、バルナバと一緒にデルベの町に向かいました。そしてその後は、来た道を引き返し、その町々の教会で、信徒達を励ましました。そしてこういったのです。
「わたしたちが神の国に入るには、多くの苦しみを経なくてはならない」と言って、信仰に踏みとどまるように励ました。
そして、それぞれの教会に長老たちを任命して、断食して祈り、彼らを主に任せたと書かれています。
二人は船出したアンティオキアまで戻り、帰ってきて教会の人々にこの宣教の有様を報告したのです。27節です。
使 14:27　到着するとすぐ教会の人々を集めて、神が自分たちと共にいて行われたすべてのことと、異邦人に信仰の門を開いてくださったことを報告した。
二人はこれらの出来事によって、神様が自分達と供にいて行ってくださったと報告しているのです。
結

今日の聖書の箇所を読んでいて、何と言う迫害や出来事が起こるものだと思わされます。どの町にも、安心して暮らせるところはなかったのです。二人が行くところには、彼らを排斥しようとする勢力が必ず現れました。ですが賛同するものも現れるのです。異邦人への伝道は、このような危険と犠牲の上になされたのです。パウロとバルナバには、このような困難の中にあっても、一言もそのつらさや、困難を聞くことが出来ません。まるでそのようなことは自分達のことではないように、何も恐れることなく、淡々とやり遂げていくのです。パウロたちの強さは、この世の命に執着することなく、ただ神のみを覚えて、聖霊の導きに従っていったということです。このような自己犠牲と奉仕が、その後、綿々と何世紀にもわたって、何世代にもわたって続けられ、今ある教会へとつながってきたわけです。ですから、私達の困難はいかほどのものでしょうか。私達の苦しみや悲嘆はいかほどのものでしょうか。パウロたちは、「私達が神の国に入るには、多くの苦しみを経なくてはならない。」といったのです。これが励ましの言葉なのです。これを聞いた人々は、自分達はまだまだ苦しんでいないと思い、教会のために、信仰のために、さらに大きな苦しみがやってきても、信仰に踏みとどまろうと励まされたのです。
私達もまた、これに習うべき、イエスの弟子達なのです。
 (一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。教会の歴史は苦難の歴史でした。その苦しみがなければ、今の教会はなかったのです。そのために多くの人々が苦しみを担い、奉仕して来たことを思わされます。今の私達には、誰がどのようにその苦難を担ってくださったのかは分かりません。名も無き人々である、多くの人々の努力と奉仕があったのだと思います。神様、私達の働きもまた、その一つに数えられ、私達の喜びが、聖霊によって導かれる喜びでありますように。この世にあっては、ただ消えていく存在であっても、あなたのみ前では、永遠に生きるものでありますように。人々には、知られない者であっても、あなたには知られるものでありますように。

全ての教会の上に、あなたの聖霊の導きと、祝福とがありますように。特に御殿場教会の上に、あなたが目を注いでくださり、導いて下さいますように。信仰を求める人々に、あなたの信仰が豊かに与えられますように。
この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆イコニオンで
使 14:1　イコニオンでも同じように、パウロとバルナバはユダヤ人の会堂に入って話をしたが、その結果、大勢のユダヤ人やギリシア人が信仰に入った。
使 14:2　ところが、信じようとしないユダヤ人たちは、異邦人を扇動し、兄弟たちに対して悪意を抱かせた。
使 14:3　それでも、二人はそこに長くとどまり、主を頼みとして勇敢に語った。主は彼らの手を通してしるしと不思議な業を行い、その恵みの言葉を証しされたのである。
使 14:4　町の人々は分裂し、ある者はユダヤ人の側に、ある者は使徒の側についた。
使 14:5　異邦人とユダヤ人が、指導者と一緒になって二人に乱暴を働き、石を投げつけようとしたとき、
使 14:6　二人はこれに気づいて、リカオニア州の町であるリストラとデルベ、またその近くの地方に難を避けた。
使 14:7　そして、そこでも福音を告げ知らせていた。
◆リストラで
使 14:8　リストラに、足の不自由な男が座っていた。生まれつき足が悪く、まだ一度も歩いたことがなかった。
使 14:9　この人が、パウロの話すのを聞いていた。パウロは彼を見つめ、いやされるのにふさわしい信仰があるのを認め、
使 14:10　「自分の足でまっすぐに立ちなさい」と大声で言った。すると、その人は躍り上がって歩きだした。
使 14:11　群衆はパウロの行ったことを見て声を張り上げ、リカオニアの方言で、「神々が人間の姿をとって、わたしたちのところにお降りになった」と言った。
使 14:12　そして、バルナバを「ゼウス」と呼び、またおもに話す者であることから、パウロを「ヘルメス」と呼んだ。
使 14:13　町の外にあったゼウスの神殿の祭司が、家の門の所まで雄牛数頭と花輪を運んで来て、群衆と一緒になって二人にいけにえを献げようとした。
使 14:14　使徒たち、すなわちバルナバとパウロはこのことを聞くと、服を裂いて群衆の中へ飛び込んで行き、叫んで
使 14:15　言った。「皆さん、なぜ、こんなことをするのですか。わたしたちも、あなたがたと同じ人間にすぎません。あなたがたが、このような偶像を離れて、生ける神に立ち帰るように、わたしたちは福音を告げ知らせているのです。この神こそ、天と地と海と、そしてその中にあるすべてのものを造られた方です。
使 14:16　神は過ぎ去った時代には、すべての国の人が思い思いの道を行くままにしておかれました。
使 14:17　しかし、神は御自分のことを証ししないでおられたわけではありません。恵みをくださり、天からの雨を降らせて実りの季節を与え、食物を施して、あなたがたの心を喜びで満たしてくださっているのです。」
使 14:18　こう言って、二人は、群衆が自分たちにいけにえを献げようとするのを、やっとやめさせることができた。
使 14:19　ところが、ユダヤ人たちがアンティオキアとイコニオンからやって来て、群衆を抱き込み、パウロに石を投げつけ、死んでしまったものと思って、町の外へ引きずり出した。
使 14:20　しかし、弟子たちが周りを取り囲むと、パウロは起き上がって町に入って行った。そして翌日、バルナバと一緒にデルベへ向かった。
◆パウロたち、シリア州のアンティオキアに戻る
使 14:21　二人はこの町で福音を告げ知らせ、多くの人を弟子にしてから、リストラ、イコニオン、アンティオキアへと引き返しながら、
使 14:22　弟子たちを力づけ、「わたしたちが神の国に入るには、多くの苦しみを経なくてはならない」と言って、信仰に踏みとどまるように励ました。
使 14:23　また、弟子たちのため教会ごとに長老たちを任命し、断食して祈り、彼らをその信ずる主に任せた。
使 14:24　それから、二人はピシディア州を通り、パンフィリア州に至り、
使 14:25　ペルゲで御言葉を語った後、アタリアに下り、
使 14:26　そこからアンティオキアへ向かって船出した。そこは、二人が今成し遂げた働きのために神の恵みにゆだねられて送り出された所である。
使 14:27　到着するとすぐ教会の人々を集めて、神が自分たちと共にいて行われたすべてのことと、異邦人に信仰の門を開いてくださったことを報告した。
使 14:28　そして、しばらくの間、弟子たちと共に過ごした。
